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不妊治療最前線増加する卵子の凍結保存

　ここ数年で“卵子の老化”がメディアを通じてブラジルでも盛んに取り上げられています。未
婚女性や将来出産したい女性の間では、卵子を凍結保存することへの関心が高まり、その数
も年々増加しています。

◆35歳以下の凍結を推奨
　現代の産婦人科医は、第一子を出産するなら30歳まで、長く見積もっても35歳までに妊娠することを奨めていま
す。年齢の経過とともに妊娠や出産が難しくなるからです。現代は医療技術が進歩していますが、母子の健康を考える
と、40歳の出産でも安心とは決して言えません。
　8年前から世界的に実施されるようになったガラス化保存法という卵子の凍結技術は、融解後の妊娠率が通常の
体外受精とほぼ同じで、妊娠を希望する女性から高い期待を寄せられています。しかし、卵子の質や数の面から言う
と、35歳までに凍結保存しておくことが推奨されています。

◆どのようなケースで卵子を凍結していますか？
　最近はこんなケースがありました。結婚を前提に8年間付き合っていた男性と別れてしまい、将来妊娠することを強
く望んでいたため、36歳を目前にして急きょ卵子の凍結保存に踏み切った
ということです。
　若い時は子供なんていなくてもいいと思っていた女性が、40歳を間近に
して急に子どもが欲しくなったり、流産した後に妊娠したいとの気持ちがよ
り強まったりすることもあります。女性によっては仕事の都合やパートナー
の不在、時には病気の治療で今すぐ妊娠できない等、それぞれの事情から
将来の妊娠に備えて卵子を保存しています。

＊『フェルチクリン』の中野英二医師にお話しいただきました。
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体外受精の最前線
妊娠しやすい子宮内膜に胚を移植

グラフをご覧ください。これは妊娠に最適な子宮内膜の成熟値を示しています。　
各グラフの最高点にある時が、最も妊娠しやすい子宮内膜の状態の日です（一周期28日
の場合）。
赤：自然周期では20日頃
黄：排卵誘発剤を使用した場合は18～19日頃に早まる

                                        緑：子宮内膜を厚くするホルモン療法で21日頃

近年の研究によると、体外受精の成功率が最も高くなるのは、「採卵した胚を凍結させ、翌月以降、子宮内膜を
胚がつきやすい状態に調整してから、融解した胚を移植した場合」です。通常の体外受精の成功率（30～40％）
を上回る結果が報告されています。
凍結・融解した胚の移植による体外受精は、まだ広く浸透していません。しかし、一部の不妊治療の現場では積
極的に実施されています。
妊娠の判定が翌月以降になり、費用が高くなることはあり
ますが、次のような場合には非常に有効です。
〔子宮内膜が薄い〕
採卵時に子宮内膜が十分厚くなっておらず、胚移植を行
っても妊娠の可能性が低いと考えられる場合。
〔卵巣過剰刺激症候群〕
体外受精のために多くの卵子が採取され、採卵後に腹部
膨満感などの症状が現れることがあります。エストロゲン
の過剰分泌により、子宮内膜が自然周期より早く厚く成熟
し、胚を移植する時点では最適な子宮内膜の状態とは言
えない場合があります。

＊フェルチクリンの中野英二医師に解説していただきました。
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